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	今現在世界最古級の漆製品の出土が日本で確認されている。以来、縄文時代はもとより、弥生時代、古墳時代からも数々の出土品を有し、そして有史、奈良時代以降、伝世品として各時代に名品が伝えられ、現代に至っている。漆製品を研究することは、我が国のアイデンティティを探求・理解することであると考えられる。漆文化は日本にとって重要であるが、消費の激減や後継者の減少の問題等、事態は深刻である。主たる製造工程が手仕事であり、作業工程の大部分は先達から受け継いだ技術や方法論で、それに積み重ねた経験が「匠の技」を支えて...
	髹漆の「匠の技」の技能知識や経験知識、暗黙知を科学的に解明し、数値化して一般に理解を得やすい形、形式知化することは、後継者の育成のみならず、現代のものづくりの一助となることには疑いがない。また、人の美意識の根幹を支えてきたと考えられる漆黒の高品位な色合いを科学的に解明し理解することは、興味深い。
	このような観点から、本論文においては、髹漆の「匠の技」の技能知識や経験知識ならびに漆製品の物性や培われてきた感性を科学的に解明することを目的とする。2章では、漆塗りが施された工芸品や器の黒と、日常生活で目にする工業製品の黒との違いの解明のため、漆の材料特性および漆塗り品の表面、断面観察を行なった。3章では、艶の異なる漆製品の表面特性を明らかにすることを目的とし、光沢度と色度および色調を計測した。その結果、漆の透過性が塗り表面の色に影響を及ぼすことが示唆された。
	4章、5章は髹漆法の熟練度に関する研究である。4章では使用する刷毛の違いが漆塗り技術に与える影響を明らかにするため、熟練者と非熟練者の漆塗りの作業工程・作業時間を計測し、その差異を比較検討した。その結果、熟練者は非熟練者に比べ、環境の差異に応じて変化に富んだ刷毛の通し方等の対応をすることで、高水準な塗りを保つ能力を有することが示唆された。5章では、熟練者と非熟練者の眼球運動の変化を解析した。その結果、漆塗り工程においては、適切に集中と休息、緊張と弛緩が繰り返され、熟練者は負担を軽減する対策を自ら実...
	漆黒は一般の黒色工業製品とは異なる質感を示す。6章では、その黒のもつ特異な美しさを解き明かすことを目的に、光学特性の解析を行なった。漆塗膜から放射される正反射光近傍の光強度の減衰ヒストグラムを、ボルツマン関数・ガウス関数・ローレンツ関数でフィッティングすると、ガウス関数にもっともよくフィットすることがわかった。また、類似の光沢をもつ試料の中で、漆塗膜の試験片が最も光をくっきりと反射させ、多方向に拡散させる光も少ないことが明らかとなった。7章では、漆製品を評価する際の感性評価について検討を行なった。...
	8章では、現代生活品への応用として、前章までに得られた漆製品の外観データをもとに、それに近いプラスチック成形品を作る技術について検討した。その結果、ポリカーボネート(PC)のコア層に顔料を混入するサンドイッチ成形品が漆塗り製品の艶あり、呂色仕上げに近いことがわかった。

